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なる「公式」をつくり，一次方程式の解をグ
ラフからよみとり，等式の性質を用いた解法
へとつなげるという展開も， 東京高等師範学
校附属中学校の教材案および『Algebra for

Today Second Course』にみることができた．

上林弥四郎がこれらの米国の教科書を紹介
しているのが1936年であり，東京高等師範学
校附属中学校の教材案が出されたのが1940

年であることを踏まえると，『数学 第一類』
1年 1 章 4 節「公式の作り方」と5 節「実験
式」の教材構成に， 米国の教科瞥の影孵があ
ったといえるであろう． 特に， William Betz 
著の 『Algebra for Today Second Course』 は，
関数から方程式へと展開する『数学 第一類』
に大き な影蓉を与えたと推測できる．

今後の課題は，他の教材においても同様に
分析することである．

注
本稿では旧字体を新字体へ改め， 片仮名 は

平仮名に直して表記する．

附記
本研究の一 部は ，JSPS科研跨(No.

19K14341)の助成のもとで進めています．
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1. 目的：数学教育の内容や活動に固有な非認知的スキルの教師による評価法開発
Society5.0におけるSDGs <I)'� 現は， 社会の未来にとって極めて重大な目標である． これは， 真

に実り豊かな ＇、や力の公、ドな育成によって達成可能であり， この実現に向けて学力を精査し改善へ

と蒋く役割を担うのが教師による適切な評価である．

一般に学力は， 認知的スキルと非認知的スキルに大別される． 特に，非認知的スキルは，「 IQ テ

ストや到達度テストで測定が想定されていない個人の諸属性attributesを記述する」(Kautz,
Heckman, Diris, Tcr Wccl, & Borghans、2014, p. 13)を意味し， 態度と信念，社会的 ・ 情意的な質習

恨と過程， 性格を包括する(Lipncvich. MacCann, & Roberts, 2013). 両スキルの互恵的な伸長には

各々の適切な育成と評価が必要であり， 数学教育では従来から両スキルの育成が重視されてきて

いる． ー）i, 評価については， 認知 的スキルに比べ， 非認知的スキルには， 数学教育の内容 ・ 活

動に即したも(/)となっていないという課題がある． もし内容・活動の固有性が評価に十分反映さ

れ，認知的スキルとの几也性が明らかされれば， 教授・学習に伴う種々の困難性が低減される可

能性が邸まる ．

そこで， 本研究では， 数学教育の内容や活動に固有な非認知的スキルの教師による評価に着目
し， その実態にJ;l; づいて教師による評価法を開発することを目的とする．

2. これまでの経緯
(1)数学教育の内容・活動に固有な非認知的スキルヘの焦点化

学力には， 内容. 7占動に特に依{fしない包括的な側面と， こ れらに強く依存する専有的な側面
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がある ． このことを踏まえ，非認知的スキルを評価の対象とするならば， ，認知的スキルと同様に，

教科横断的な側面のみならず，数学教育の内容・活動に固有な側而にも焦，•,'.(を ‘りてる必要がある ．

これ により， 教科横断的な非認知的スキルの 評価の誤用・ 乱用を防ii: てきるとともに， 数学教育

の内容・活動に固有な非認知的スキルの評価の適切な実行により， 認知的スキル（扁1f(の＂伝綜的＂

な学力観を変革できる ．

(2)非認知的スキルの教師による評価の実態を把握する方法の開発と適用
数学教育の内容・活動に固有な非認知的スキJレの捉え方については， 心理学や経済学節との縦

断 ・横断的な研究の活用と促進を視野に入れ ， 特性5 lbl子（村卜． ・ 村!·., I 997)に）よづいて捉えるこ
と にした その上で， 数学教育の内容・活動に固有な非認知的スキルの教i':1liによる評価の実態を
把握する方法として， 授業で当該の内容・ 活動に ついて観察される(-どもの姿を特性5因子に基

づいて質問紙調査として具体化し， 教師への質問紙調杏を実施し， 1人I r- 分折 ＾、序で統 ，H· 的に分析す
るというものを提案し，「正の数・負の数」，「比例 ・ 反比例」， 「 証明」の内容 ・ 話動に即して磁用
した．

(3)数学教育の内容・活動に固有な非認知的スキルの教師による評価の特徴

「正の数・負の数」については， 因子分析によって， 次の3つの!El r- を牡淀した：「11て位の数の

計鍔や文窪題の解決に対する粘り強さ」， 「 Tf*の数の計節や文序槌iの解決）j法の研JIJ. 発展」， 「 正
負の数の計箕や文章題の解決における協働· コミュニケー ション」． また， 1fi l11l·h1r分析によって，
13個の質問項目で重決定係数0.79の重回）ffiモデルを作成した ．

「比例・反比例」については， 次の2つの囚子を特定した：「比例 ． ）又比例の学：習に対する主(,is

性や粘り強さ」，「比例・反比例の学習に対する協調性や発展性」． また， 6個の'l'J'l/rJ項Flで決定係

数0.728 の重回帰モデルを作成した．
「 証明」については， 次の2 つの因子を特定した：「証明することに対する秘極性 ・ 粘り強さ」，

「証明の活用やよりよく証明することにおける協働・ コミュニケ ー ション」 ． また， 13個の質問項
目からなる重決定係数0.82 の重回）袖モデルを作成した．

3.2020年度春期研究大会で答えようとするリサーチクエッション
■ f数学全般」の学習で育成される非認知的スキルの評価には， どのような特徴があるか．
■ 「正の数負の数」の学習で育成される非認知的スキルの評価には， どのような特徴があるか ．

■ 「比例 ・ 反比例」の学習で育成される非認知的スキルの評価には， どのような特徴があるか ．

■ 「探究的証明」の学習で育成される非認知的スキルの評価には， どのような特徴がある か．
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本研究でf l, 数学教育の内容・活動に固有な非認知的スキルの評価法を開発す
る研究プロジェクト cJ) . 端として，「数学全般」の学習に焦点を骰き 非認知的スキ
ルの評価法の考案に取り組んだ ． そこで， 特性5因子 に沿目して質問項目を作成
し， 質間紙；ti.',)杏在実 施した ． 調代結果に対して肉子分析を行い， 三つの因子「数
学の間題鮒決に対する探究心・粘り強さ」，「故学のII.fl題解決に対する情緒安定性」，
「数学の間迎解決における協働・ コミュニケーション」を特定した また， 重回
加分析を行し、， 8個の質11\JJJ'in からなる屯決定係数0.602のモデルを得た． これ
らの分析鈷末から， 教師が「数学全般Jの学習に関わって「主体的に学習に取り
糾む態度）を，H�fillげる際に， 特定の項目に府目して行動観察していることが示唆
された ．

キー ワ ー ド： -JI認知的スキル， 教師による評価 ， 数学， 因子分析

1. 非認知的スキルの評価において「数学全般」
の学習に焦点を置くことの必要性
本研究は， 数学教-({ (/)内容・話動に1舌1イ�fな非

認知的スキルの評価法をIJM発する研究 プロジ
ェクト（返崎ら， 2018)<1) · 端を担ってしヽる． こ
のプロジェクトでは，JI, 認知スキルの評価にあ
たり， 内容. 7,r, 動に即したきめ細やかな評価を

想定してし、る．
数学教育の内容訊動にl!llした非認知的スキ

ルとして， 少なくとも ．．つの/1�'iがぢえられる．

一つは，「正の数 ・ 負の数」や「比例・反比例」

などの特定の単元の内容・活動に即した非認知

的スキルである（中川ら，2018など） ． もう 一 つ

は，こうした特定の単元の内容 に依らず数学全
般 に関わる 非認知的スキルである ． このように
附を分けたのは， 内容 ・ 活動による固有性や，
恩の迩いによる非認知スキルの教師による評
価の異同の有無や程度を今後描論するためで
ある ． いずれの場合も ，非認知的スキルが内容

とは独立したものと考える立場とは異なり，そ

-246-
-247-

nalis
ハイライト表示


